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1.0 ようこそ
Catalyst Edit をご購入いただき、ありがとうございます。この文書には、Catalyst Edit のインストール方法と使用方法に関する情報が記載され
ています。
 
2.0 新機能
バージョン 2026.1.1 での主な不具合解消/変更

X-OCN素材を補正分析した際に異常終了する不具合を修正しました。
セキュリティ脆弱性の修正を行いました

バージョン 2026.1 での主な不具合解消/変更
X-OCNでサポートされる解像度が新たに追加されました。
96kHz/32bit float音声に新たに対応しました。

バージョン 2025.3 での主な不具合解消/変更
アプリをインストールしたユーザーと異なるユーザーで起動した際に起動できない場合がある不具合を修正しました。

3.0 既に報告されている問題
4K メディアの システム要件 を満たしていないシステムで 4K クリップを再生すると、ビデオのプレビューにノイズが表示されることがあり
ます。

Intel HD Graphics グラフィック アダプタを搭載した一部のノート パソコンで、アプリケーションの起動が失敗することがあります。グラフ
ィック アダプタの最新ドライバを手動でダウンロードおよびインストールするには、https://downloadcenter.intel.com をご覧ください。
アプリケーションに「GPU アクセラレーションを使用するには、OpenCL 1.1 バージョンをサポートする互換性のあるグラフィック カード
が必要です。更新されたグラフィック ドライバーをインストールするか、互換性のあるグラフィック カードをインストールしてください。」
というメッセージが表示された場合は、新しいバージョンのグラフィック ドライバーをインストールしてください。インストールできない
場合は、次の Web サイトから Intel OpenCL CPU Runtime をインストールしてください：https://software.intel.com/en-us/articles/opencl-
drivers
高解像度のクリップをプレビューする際にスムーズに再生されない場合は、トランスポート バーをドラッグして［ビデオ プレビュー］ウィ
ンドウのサイズを小さくし、プレビューの解像度を下げてください。

一部のシステムでは、Intel HD Graphics Driver for Windows 8.1 バージョン 10.18.15.4279 を使用すると、トランスコードが失敗する場合が
あります。Intel から最新ドライバをダウンロードして使用してください。
Blackmagic Design SDI または UltraStudio デバイスを通じて外部モニタを使用する場合は、Blackmagic Design Desktop Video 10.1.1 以降の
バージョンが必要です。

一部のコンピュータで、起動/登録時にアプリケーションがハングする可能性があります。グラフィック ドライバを更新すると、アプリケー
ションを正常に起動できるようになります。

複数の GPU を搭載した（AMD GPU × 1 と、Intel または NVIDIA GPU × 1）一部の Windows 10 システムで Catalyst アプリケーションがク
ラッシュする可能性があります。AMD GPU ドライバの最新情報を確認してください。
10 ビット HEVC クリップのハードウェア デコードは、Intel Skylake U、H、および S プロセッサでサポートされています。
AMD Radeon GPU を使用する一部の Windows 7 コンピュータで、［セカンダリ ウィンドウ］が選択されている場合、再生時にアプリケー
ションがクラッシュする可能性があります。

アプリケーションのユーザー設定をデフォルト値にリセットする場合は、［Ctrl］キーと［Shift］キーを押しながらアプリケーション アイコ
ンをダブルクリックします。アプリケーションを起動すると、すべてのユーザー設定のリセットを求めるメッセージが表示されます。

https://downloadcenter.intel.com/
https://software.intel.com/en-us/articles/opencl-drivers
https://software.intel.com/en-us/articles/opencl-drivers


Catalyst Edit 2016.2 には、更新された Intel OpenCL ドライバが含まれています。Catalyst Edit 2016.2 に更新する前に、既存の Intel OpenCL
ドライバをアンインストールすることをお勧めします。

ファイル名にバックスラッシュ（\）が含まれているクリップをプレビューしようとすると、「メディアはオフラインであるか、見つからない
か、サポートされていません」というエラー メッセージが表示されます（macOS のみ）。
macOS 10.13（High Sierra）を実行している一部のコンピュータで、セカンダリ ウィンドウを有効にした状態でクリップをプレビューする
と、表示に一貫性がなくなったり、ハングやクラッシュが発生したりする場合があります。

macOS High Sierra（10.13）で破損したビデオ プレビューや再生パフォーマンスの低下に気付いたら、最新の High Sierra アップデートを
インストールしてシステムが最新のグラフィック ドライバを使用していることを確認してください。
XAVC Intra、XAVC Long、および XAVC S 形式にトランスコードする際、一部の Windows PC でエラーが発生する場合があります。この問
題は、Windows Update を実行するか、Microsoft Visual C++ 2017 Redistributable を手動でインストールすることで解消されます。
日本語版の macOS 10.14（Mojave）を実行している場合、ユーザー インターフェイスのテキストの線が細く表示されてしまう可能性があり
ます。

4.0 動作環境
Catalyst Edit の使用に必要な動作環境は次のとおりです。

64 ビット オペレーティング システム：Microsoft® Windows 11,macOS 14 (Sonoma), macOS 15 (Sequoia), macOS Tahoe 26
2 GHz マルチコア プロセッサ

4K メディアには 8 コア プロセッサを推奨
4:2:0 8-bit XAVC Sメディアには、Quick Sync VideoまたはXeonE5プロセッサが搭載されている Intel Ivy Bridge Corei7を推奨
4:2:0 XAVC HS メディアには、Quick Sync Video が搭載されている Intel Kaby Lake Corei7 プロセッサーが推奨ですが、8K メディアでは
必要です。

4:2:2 XAVC H / XAVC HS メディアには、Quick Sync Video が搭載されている Apple M1 または Intel Ice Lake Corei7 プロセッサーが推奨
ですが、8K メディアでは必要です。
XAVC/XAVC S 422 10-bit Long GOP と Intra 4Kメディアでは、Apple M1 もしくはそれ以上を推奨。
XAVC H/ XAVC HS 422 10-bit 8Kメディアでは、MacOSはApple M1 もしくはそれ以上が必要、WindowsではQuick Sync VideoとIntel Ice
Lake Core i7プロセッサー以上が必要。

500 MB 以上のハードディスク空き容量（プログラムのインストール用）
4Kまたはそれ以上のメディアにはソリッド ステート ディスク（SSD）または高速RAID
4 GB RAM（4Kまたはそれ以上のメディアには 8 GB を推奨）

XAVC Long 422 3840x2160 200 Mbps (Sony) トランスコーディングプリセットには、16 GB 以上の RAM が必要です。さらに、専用の
GPU をご使用の場合は、4 GB 以上の GPU メモリも必要になります。
少なくとも1024 MBのメモリを搭載した OpenCL 1.1 以上をサポートする Apple、NVIDIA、AMD、または Intel GPU か、あるいは SSE 4.2
以上の CPU
最適なパフォーマンスを得るには、OpenGL 2.1 を推奨
ビデオの手ブレ補正処理には、OpenGL 4.1 が必要です。
4K プレビューまたは HD レンダリングには、2 GB の GPU メモリを推奨
XAVCS または XAVCHSメディアのデコードには6GBのGPUメモリを推奨します。また、NVIDIA、AMD、またはIntelの最新のGPUドラ
イバーバージョンを使用することを推奨します。 macOSではApple M1もしくはそれ以上の環境でXAVCとXAVC S、XAVC H、XAVC HS
メディアのハードウェアデコーディングが提供されており、Intelの環境ではXAVC SとXAVC H、XAVC HSのハードウェアアクセラレーシ
ョンが部分的に提供されています。8KメディアではIntel Macを推奨しません。
4K レンダリングには、6 GB の GPU メモリを推奨
8K レンダリングまたは 4K ビデオの手ブレ補正処理には、8 GB の GPU メモリを推奨

ご使用の GPU が OpenCL 1.1 をサポートしている場合は、OpenCL で GPU の性能を最大限に引き出せるように、最新のドライバーをイン
ストールしてください。ご使用の GPU が OpenCL 1.1 をサポートしていない場合は、Intel OpenCL CPU Runtime をインストールしてくだ
さい。Intel OpenCL CPU Runtime のインストールについて詳しくは、このナレッジ ベース記事をご覧ください。

5.0 インストール
インストール ユーティリティによって、必要なフォルダの作成とコピーがされます
 

1. 当社の Web サイトからインストール ユーティリティをダウンロードします。
2. ダウンロードしたファイルをダブルクリックし、画面の指示に従って、Catalyst Edit の該当するバージョンをコンピュータにインストー
ルします。

 
6.0 Sony Corporation へのお問い合わせ
Sony Corporation のお問い合わせ先は以下のとおりです。
 

https://www.sony.net/catalyst/help/
https://www.sony.net/catalyst/download/


カスタマー サービス／セールス／テクニカル サポート：
カスタマー サービス、テクニカル サポート オプションについて詳しくは、https://www.sony.net/catalyst/help/ をご覧ください。
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